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15議案を可決
□
芳
賀
町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の

導
入
に
伴
い
、
給
与
及
び
費
用

弁
償
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を

定
め
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す

る
も
の
。

質
疑　

北
條
勲
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自

治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自

治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い
、
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
芳
賀
町
職
員
の
給
与

条
例
制
定

□
芳
賀
町
部
課
設
置
条
例
及
び

芳
賀
町
立
小
学
校
通
学
区
域

審
議
会
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

第
6
次
芳
賀
町
振
興
計
画
中

期
基
本
計
画
を
令
和
2
年
度
か

ら
効
果
的
、
効
率
的
に
事
務
執

行
で
き
る
組
織
と
す
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

　

芳
賀
町
立
小
学
校
通
学
区
域

審
査
協
議
会
条
例
及
び
芳
賀
町

子
育
て
条
例
に
つ
い
て
は
、
部

課
設
置
条
例
の
改
正
に
伴
い
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

条
例
改
正

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

※
部
課
設
置
条
例
詳
細
は
3

ペ
ー
ジ
下
段
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

　

主
な
改
正
点
は
、
災
害
援
護

資
金
の
利
率
を
無
利
子
に
す
る

こ
と
や
、
災
害
弔
慰
金
の
支
給

に
関
す
る
事
項
を
調
査
審
議
す

る
た
め
の
支
給
審
査
委
員
会
を

設
置
す
る
も
の
。

質
疑　

小
林
一
男
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
長
等
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
人
事
院
勧
告
に
伴

う
特
別
職
の
国
家
公
務
員
の
給

与
改
定
に
準
じ
て
、
期
末
手
当

の
令
和
元
年　

月
期
の
支
給
月

12

数
を　

月
分
引
き
上
げ
る
も
の
。

0.05

　

令
和
2
年
4
月
か
ら
は
、
こ

の
引
き
上
げ
分
を　

月
ず
つ
6

0.025

月
期
と　

月
期
に
割
り
振
る
も

12

の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
及
び
芳
賀
町
一
般
職

の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び

給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
人
事
院
勧
告
に
伴

う
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に

準
じ
て
、
給
与
月
額
を
平
成　
31

年
4
月
に
遡
及
し
、
平
均　

％
0.1

引
き
上
げ
る
も
の
。

　

勤
勉
手
当
に
つ
い
て
は
、
令

和
元
年　

月
期
の
支
給
月
数
を

12

　

月
分
引
き
上
げ
、
令
和
2
年

0.05

4
月
か
ら
は
、
こ
の
引
き
上
げ

分
を　

月
ず
つ
、
6
月
期
と　

0.025

12

月
期
に
割
り
振
る
も
の
。

　

住
居
手
当
に
つ
い
て
は
、
令

和
2
年
4
月
か
ら
支
給
対
象
と

な
る
家
賃
額
の
下
限
を
4
0
0

0
円
引
き
上
げ
1
万
6
千
円
に

す
る
と
と
も
に
手
当
の
上
限
を

1
0
0
0
円
引
き
上
げ
、
2
万

8
千
円
と
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

近
隣
自
治
体
の
都
市
計
画
税

の
課
税
状
況
や
、
現
在
の
社
会

経
済
状
況
を
鑑
み
、
令
和
2
年

度
も
引
き
続
き
、
都
市
計
画
税

の
税
率
を
1
0
0
分
の　

と
す

0.2

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

定例会の概要
　

令
和
元
年
第
5
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
が　

月　

日
か
ら　

月
4
日
ま
で
の
6
日
間
の
会
期
で

11

29

12

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
日
目
は
全
議
案
を
上
程
し
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
一
部
議
案
の

質
疑
・
討
論
・
採
決
と
、
発
議
案
件
の
質
疑
・
討
論
・
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
第
5
日
目
の　

月
3
日
に
行
わ
れ
、
2
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

12

た
。

　

第
6
日
目
は
、
第
1
日
目
に
採
決
し
た
案
件
を
除
く
全
て
の
議
案
の
質
疑
・
討
論
・
採
決
と
、
各

常
任
委
員
会
の
事
務
調
査
報
告
が
あ
り
、
閉
会
し
ま
し
た
。

令和元年

第5回
芳賀町議会
定例会

に
関
す
る
条
例
な
ど
9
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
と
と
も
に
、

特
別
職
の
任
用
の
厳
格
化
に
よ

り
、
芳
賀
町
交
通
指
導
員
設
置

条
例
の
廃
止
を
行
う
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）
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なるほど！部課設置条例変更点

条例改正・補正予算など  
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
人
事
院
勧
告
に
伴

う
国
の
特
別
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
法
律
の
改
定
に
伴
い
、

議
会
の
議
員
の
期
末
手
当
に
つ

い
て
、　

月
期
の
支
給
割
合
を

12

　

月
分
引
き
上
げ
す
る
も
の
。

0.05令
和
2
年
4
月
か
ら
は
、
6
月

期
、　

月
期
を
そ
れ
ぞ
れ　

月

12

1.70

に
改
正
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

も
の
。

質
疑　

大
根
田
周
平
議
員
、

　
　
　

北
條
勲
議
員
、

　
　
　

小
林
俊
夫
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
令
和
元
年
度
芳
賀
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

　

総
額
に
9
1
6
万
5
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を　

億
2

19

4
1
6
万
5
千
円
と
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
令
和
元
年
度
芳
賀
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号
）

　

総
額
に　

万
円
を
追
加
し
、

82

予
算
総
額
を
1
億
6
7
8
2
万

円
と
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
令
和
元
年
度
芳
賀
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）

　

保
険
事
業
勘
定
の
総
額
に
3

4
4
万
5
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を　

億
1
2
9
6
万
4

15

千
円
と
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
道
路
線
の
認
定
に
つ

い
て

　

主
要
地
方
道
宇
都
宮
向
田
線

大
塚
工
区
の
供
用
開
始
に
伴
い
、

主
要
地
方
道
宇
都
宮
向
田
線
の

旧
県
道
部
分
が
町
に
移
管
さ
れ

る
た
め
、
町
道
と
し
て
認
定
す

る
も
の
。

質
疑　

北
條
勲
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

認
定

□
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

契
約

　

L
R
T
事
業
で
整
備
す
る
信

号
設
備
（
継
電
連
動
装
置
）
工

事
の
請
負
契
約

契
約
金
額

　

1
億
3
4
2
0
万
円

契
約
相
手
方

　

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内

　

一
丁
目
5
番
1
号

日
本
信
号
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

塚
本　

英
彦
氏

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
令
和
元
年
度
芳
賀
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　

総
額
に
7
7
1
3
万
1
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
9
7

億
4
4
7
7
万
5
千
円
と
す
る

補
正
予
算

□
栃
木
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

栃
木
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
う

ち
、
令
和
2
年
度
か
ら
新
た
に
、

議
員
そ
の
他
非
常
勤
職
員
の
公

務
災
害
補
償
事
務
に
小
山
市
及

び
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
を
、

非
常
勤
の
学
校
医
等
の
公
務
災

害
補
償
事
務
に
小
山
市
を
追
加

す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

規
約
変
更
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視
察
先　

群
馬
県
桐
生
市

調
査
の
目
的　

生
活
道
路
に
お
け
る
歩
行
者
等
の
安
全

な
通
行
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
区
域

（
ゾ
ー
ン
）
を
定
め
て
、
最
高
速
度　
　

／
h
の
速
度
規

30
km

制
や
規
制
標
識
や
路
面
標
示
等
の
安
全
対
策
を
組
み
合

わ
せ
て
、
ゾ
ー
ン
内
を
抜
け
道
と
し
て
通
行
す
る
行
為

の
抑
制
を
図
っ
て
い
る
先
進
的
な
実
例
を
調
査
研
究
す

る
。

調
査
の
意
見
と
提
言　

当
町
に
お
い
て
は
近
年
、
昼
間

人
口
増
加
等
に
伴
い
田
園
型
事
故
と
称
さ
れ
る
交
通
事

故
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
鑑
み
、

い
か
に
し
て
児
童
・
生
徒
・
高
齢
者
等
の
交
通
事
故
を

無
く
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
全
国
的
に
取
り
組
ま

総務・教育民生・産業建設常任委員会は、所管する事務について
自主的な調査を行い、12月議会に調査結果を報告しました。

児
童
・
生
徒
・
高
齢
者
等
の

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

総 務
常 任 委 員 会

学
校
部
活
動
と
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

教 育 民 生
常 任 委 員 会

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

産 業 建 設
常 任 委 員 会

視
察
先　

新
潟
県
燕
市

調
査
の
目
的　

教
員
の
働
き
方
改
革
と
、
体
力
や
技
術

の
向
上
を
目
指
し
た
い
中
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
答
し
、

部
活
動
を
補
完
す
る
こ
と
に
特
化
し
た
、
公
設
の
ク
ラ

ブ
を
運
営
し
て
い
る
先
進
実
例
を
調
査
研
究
す
る
。

調
査
の
意
見
と
提
言　

部
活
動
は
少
子
化
の
進
行
に
伴

い
、
教
員
数
も
減
少
し
指
導
者
不
足
に
よ
り
存
続
も
危

ぶ
ま
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
庁

か
ら
運
動
部
活
動
の
在
り
方
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
、
活
動
時
間
の
制
限
か
ら
子
ど
も

た
ち
の
要
求
に
応
え
ら
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

部
活
動
に
つ
い
て
は
、
教
員
に
任
せ
る
従
前
の
手
法

か
ら
の
脱
却
が
求
め
ら
れ
る
今
日
、
子
ど
も
た
ち
の
運

動
に
打
ち
込
み
た
い
思
い
に
つ
い
て
は
、
学
校
と
地
域

が
協
働
・
融
合
し
た
形
で
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ

視
察
先　

福
島
県
南
会
津
町

調
査
の
目
的　

空
き
家
対
策
に
お
け
る
現
状
と
課
題
、

ま
た
、
適
正
な
管
理
や
利
活
用
の
推
進
に
つ
い
て
調
査

研
究
す
る
。

調
査
の
意
見
と
提
言　

当
町
の
空
き
家
対
策
は
、
リ
フ

ォ
ー
ム
や
解
体
の
補
助
金
は
あ
る
が
、
今
後
増
加
が
見

込
ま
れ
る
中
、
空
き
家
の
発
生
予
防
も
含
め
、
さ
ら
に

よ
り
き
め
細
か
な
対
策
が
必
要
に
な
る
。

　

施
行
さ
れ
た
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
」
の
定
義
で
は
、
建
築
物
・
付
属
す
る
工
作
物
・

敷
地
と
あ
る
。
当
町
の
「
芳
賀
町
空
き
地
等
の
環
境
保

全
に
関
す
る
条
例
」
は
空
き
地
だ
け
の
条
例
の
た
め
、

「
建
築
物
や
付
属
す
る
工
作
物
」を
含
む
条
例
に
で
き
る

よ
う
検
討
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、
現
在
1
7
5
戸
の
空
き
家
が
存
在
す
る
が
今
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環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
部
活
動
を
補
完
す
る
役
割
を
担
う
よ
う
な

独
立
採
算
制
公
設
運
動
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
理
想
と
す
る

と
、
芳
賀
町
の
人
口
規
模
で
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
は
、
運
営
維
持

に
課
題
が
あ
り
未
だ
実
現
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
現

在
当
町
に
は
、
多
く
の
町
民
が
参
加
し
て
い
る
充
実
し

た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
町
が
積
極
的

に
関
わ
り
な
が
ら
、
部
活
動
と
対
応
す
る
ス
ポ
ー
ツ
教

室
を
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
と
も
に
、
部
活
動
担
当
教

員
と
指
導
方
針
や
理
念
を
擦
り
合
わ
せ
再
構
築
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
芳
賀
町
型
部
活
動
補
完
ス
ポ
ー
ツ
教
室

と
し
、
子
ど
も
た
ち
の
や
り
た
い
気
持
ち
に
応
え
ら
れ

る
環
境
実
現
に
努
め
ら
れ
た
い
。

議会閉会中の所管事務調査
れ
て
い
る
「
ゾ
ー
ン　

」
を
当
町
に
お
い
て
も
小
学
校
・

30

中
学
校
等
の
生
活
道
路
を
核
と
し
て
整
備
を
行
い
、
交

通
事
故
件
数
の
よ
り
一
層
の
削
減
と
「
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
の
町
」
を
実
現
す
る
た
め
、
関
係
機
関
・
地
域
住

民
と
連
携
し
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
町
づ
く

り
を
推
進
さ
れ
た
い
。

▲桐生市での視察の様子

□
委
員

　

大
根
田
周
平
、
江
間
田
信
一

　

小
林
信
二
、
小
林
俊
夫

▲燕市での視察の様子

□
委
員

　

小
林
一
男
、
岡
田
年
弘
、　

大
根
田
弘

　

有
坂
隆
志
、
中
村
由
美
子

後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
個
々
の
物
件
に
つ
い
て
実

態
の
調
査
分
析
、
空
き
家
の
程
度
を
数
値
化
し
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
を
図
る
と
共
に
対
策
組
織
・
対
応
制
度
の

見
直
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る

維
持
管
理
等
危
険
空
き
家
の
発
生
防
止
に
努
め
ら
れ
た

い
。

▲南会津町での視察の様子

□
委
員

　

北
條
勲
、
山
口
菊
一
郎
、
小
林
隆
志

　

岩
村
治
雄
、
石
川
保

※
各
委
員
会
の
所
管
に
関
す
る
事
務

総
務
常
任
委
員
会
…
…
…
…
総
務
課
・
企
画
課
・
税
務
課
・
会
計
課
・
議
会
事
務
局
・
監
査
委
員
・
選
挙
管
理
委
員
会
に
関
す
る
事
務

教
育
民
生
常
任
委
員
会
…
…
住
民
課
・
福
祉
対
策
課
・
健
康
増
進
課
・
環
境
対
策
課
・
こ
ど
も
育
成
課
・
生
涯
学
習
課
に
関
す
る
事
務

産
業
建
設
常
任
委
員
会
…
…
農
政
課
・
商
工
観
光
課
・
建
設
課
・
都
市
計
画
課
に
関
す
る
事
務
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一一一一一一一一一一一 般般般般般般般般般般般
質質質質質質質質質質質 問問問問問問問問問問問

ここが聞きたい
2人の議員が一般質問2人の議員が一般質問

　第3日目に一般質問が行われ、2人の議員が町政について質問しました。

一般質問とは

　一般質問は、定例会において行われ、議員が町の
行財政全般にわたって執行機関に疑問点をただし、
所信の表明を求めるものです。質問する議員も、受
ける執行機関もともに十分な準備が必要なことから、
通告制とされています。
　質問時間は、1人につき質問・答弁を含め60分以
内とされています。

〈次回の定例会は3月3日からの予定です〉

議会は、はがチャンネルでも
放送します。

みんなで議会を
傍聴しましょう

－ 放映時間 －
会議当日　　　　午後８時から

再 放 送　翌日の午後２時から

小林　一男 議員（7ページ）
１　台風19号に対して芳賀町の対応は

北條　勲 議員（8ページ）
１　スポットビジョンスクリーナーの導入について
２　災害対策について
３　投票所の変更計画について
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小林一男が問う

台風19号に対して芳賀町の
対応は

一
般
質
問

台
風　

号
に
よ
る
当

19

町
被
害
状
況
は
。

町
長　

県
内
で
、
死

者
4
名
は
じ
め
甚
大

な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

当
町
で
は
小
規
模
溢
水
に

よ
る
農
作
物
被
害
が
あ
っ

た
他
、
倒
木
9
件
・
塀
の

倒
壊
1
件
で
し
た
。

　

号
接
近
、
上
陸
、

19通
過
に
あ
た
り
、
町

の
対
応
、
情
報
発
信
は
ど

う
だ
っ
た
の
か
時
系
列
で

伺
う
。町

長　
　

日
朝
か
ら
、

12

町
民
会
館
を
自
主
避

難
所
と
し
て
開
設
と
し
た

こ
と
か
ら
、
芳
賀
チ
ャ
ン

ネ
ル
や
防
災
メ
ー
ル
で
の

情
報
発
信
を
始
め
ま
し
た
。

洪
水
警
報
・
土
砂
災
害
警

戒
情
報
発
表
を
受
け
、
午

後
8
時　

分
災
害
対
策
本

15

部
を
設
置
、
土
砂
災
害
警

戒
区
域
に
指
定
さ
れ
た
下

高
根
沢
、
東
水
沼
、
西
水

沼
、
西
高
橋
の　

世
帯
に

64

避
難
勧
告
を
発
令
し
、
町

職
員
が
5
班
体
制
で
自
宅

に
伺
い
避
難
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

狩
野
川
台
風
並
み
と

気
象
庁
が
警
戒
を
呼

び
か
け
て
い
た
が
、
初
動

避
難
で
ど
う
行
動
す
べ
き

か
メ
ー
ル
等
で
周
知
で
き

な
か
っ
た
か
。

総
務
企
画
部
長　

気

象
庁
の
高
解
像
度
降

水
ナ
ウ
キ
ャ
ス
ト
か
ら
逐

次
情
報
を
得
な
が
ら
、
芳

賀
町
南
北
筋
雨
量
が
少
な

い
と
の
判
断
か
ら
対
応
し

て
い
ま
し
た
。

防
災
メ
ー
ル
が
多
数

発
信
さ
れ
た
が
、
芳

賀
町
の
情
報
が
記
載
さ
れ

て
い
な
い
も
の
ば
か
り
で

あ
っ
た
。
今
後
改
善
の
余

地
が
あ
る
と
思
う
が
。

総
務
企
画
部
長　

現

在
は
県
か
ら
の
情
報

を
そ
の
ま
ま
流
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
以
上
詳
し
い
情

報
と
な
る
と
何
ら
か
の
手

段
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
今
後
の
課
題
で

す
。　

月
6
日
、
防
災
訓

10練
が
あ
っ
た
が
、
今

後
の
課
題
は
見
つ
か
っ
た

か
。

町
長　

自
助
・
共
助

の
精
神
で
、
地
域
公

民
館
を
開
放
し
た
自
主
防

災
組
織
も
あ
り
、
町
が
昨

年
か
ら
実
施
し
て
い
る
合

同
防
災
訓
練
の
成
果
だ
と

思
い
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が

配
布
さ
れ
て
い
る
が
、

町
民
の
認
知
が
低
い
と
思

わ
れ
る
が
対
策
は
。

総
務
企
画
部
長　

下

延
生
の
地
域
交
流
会

で
浸
水
水
位
を
示
し
て
体

感
し
て
も
ら
う
活
動
が
あ

り
ま
し
た
。
他
の
地
域
に

も
広
が
る
よ
う
、
自
治
会

連
合
会
と
も
相
談
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
災
士
の
役
割
は
。

町
長　

平
常
時
は
、

地
域
社
会
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
。
災
害
時
に
は
、

消
防
・
警
察
の
公
的
支
援

が
到
着
す
る
ま
で
の
応
急

手
当
て
、
消
防
活
動
や
救

助
活
動
、
避
難
誘
導
な
ど

様
々
な
活
動
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
　

月　

日
か
ら　

日

10

12

13

に
か
け
て
、
関
東
地
方

を
縦
断
し
日
本
各
地
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
台
風　

号
。
芳
賀

19

町
に
お
い
て
は
奇
跡
的

に
軽
微
な
被
害
で
あ
っ

た
が
、
今
後
気
候
変
動

等
に
よ
り
、
台
風
の
巨

大
化
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
・

線
状
降
水
帯
停
滞
な
ど
、

こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
気
象
現
象

が
起
き
る
リ
ス
ク
増
大

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

自
治
体
に
は
、
町
民
の

財
産
・
生
命
を
守
る
責

務
が
あ
る
が
、
こ
の
た

び
の
教
訓
を
ど
の
よ
う

に
防
災
に
活
か
し
て
い

く
の
か
。

問答問答

問答問答

問答問答

問答
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子
ど
も
の
弱
視
を
早

期
に
発
見
す
る
た
め

の
器
具
の
導
入
の
考
え
は
。

町
長　

今
後
、
国
・

県
の
動
向
と
導
入
し

た
市
町
の
情
報
収
集
を
し

な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

簡
単
で
最
低
限
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
誰
で

も
操
作
が
で
き
る
携
帯
型

ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ
ン
ス
ク

リ
ー
ナ
ー
が
開
発
さ
れ
、

全
国
の
自
治
体
で
導
入
し

て
い
る
。
検
討
で
は
な
く

導
入
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

県
等
の
情
報

や
医
療
機
関
等
と
も

相
談
し
、
検
討
す
る
時
間

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

①
現
在
の
芳
賀
町
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

大
き
す
ぎ
る
。
新
た
に
作

る
時
に
は
、
5
ヶ
所
の
避

難
場
所
単
位
に
で
き
な
い

か
。

②
備
蓄
品
の
保
管
場
所
は

河
川
に
近
い
所
で
危
険
で

あ
る
。
5
ヶ
所
の
避
難
場

所
に
で
き
な
い
か
。

③
土
の
う
を
作
る
の
に
、

土
の
確
保
・
袋
詰
め
・
運

搬
は
重
労
働
で
あ
る
。
水

の
う
袋
の
考
え
は
。

④
河
川
等
が
氾
濫
危
険
水

位
の
と
き
の
田
ん
ぼ
ダ
ム

の
考
え
は
。

⑤
災
害
後
に
出
る
災
害
ゴ

ミ
の
仮
置
き
場
を
災
害
前

か
ら
場
所
を
指
定
で
き
な

い
か
。町

長　

①
国
で
は
浸

水
想
定
地
域
の
検
討

を
始
め
、
県
土
木
事
務
所

に
よ
る
町
内
の
土
砂
災
害

警
戒
区
域
の
見
直
し
の
後
、

適
切
な
時
期
に
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
改
訂
し
ま
す
。

②
備
蓄
品
を
町
民
会
館
・

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
水

橋
分
館
に
一
部
を
保
管
し

ま
す
。

③
水
害
時
に
は　

袋
単
位

100

の
土
の
う
が
短
時
間
で
必

要
に
な
り
、
防
災
倉
庫
に

保
管
し
て
い
る
土
の
う
が

有
効
で
す
。

④
田
ん
ぼ
ダ
ム
は
大
雨
を

水
田
に
一
時
的
に
貯
留
し

流
出
量
を
制
御
し
、
洪
水

被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
で

す
。
現
在
で
も
機
能
は
十

分
発
揮
で
き
て
い
ま
す
。

⑤
仮
置
き
場
は
、
災
害
廃

棄
物
処
理
計
画
の
中
で
候

補
地
を
選
定
し
ま
す
が
、

小
学
校
跡
地
や
運
動
場
が

候
補
地
で
す
。
災
害
の
種

類
や
規
模
に
よ
り
災
害
対

策
本
部
で
決
定
し
ま
す
。

一
般
質
問

北條勲が問う

スポットビジョンスクリーナーの
導入について

▲スポットビジョンスクリーナー

災
害
対
策
に
つ
い
て

投
票
所
の
変
更
計
画
に
つ
い
て

投
票
所
の
場
所
を
変

更
す
る
計
画
が
検
討

さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
書

記
長　

投
票
所
は
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
方
も

投
票
し
や
す
い
環
境
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

変
更
が
可
能
な
の
か
検
討

を
し
、
有
権
者
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
投
票
所
の
見
直

し
を
し
て
い
ま
す
。

八
ツ
木
と
上
給
を
統

一
し
、
世
帯
数
が
一

番
多
い
八
ツ
木
の
丘
に
近

い
芳
賀
広
域
最
終
処
分
場

は
、
エ
ア
コ
ン
も
あ
り
研

修
室
も
駐
車
場
も
広
い
。

こ
の
場
所
は
検
討
さ
れ
た

の
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
書

記
長　

最
終
処
分
場

も
一
つ
の
候
補
と
し
て
考

え
ま
し
た
が
、
高
齢
者
に

遠
く
な
る
の
で
検
討
は
し

て
い
ま
せ
ん
。

下
水
道
や
農
業
集
落

排
水
施
設
は
河
川
の

近
く
に
あ
る
が
、
か
さ
上

げ
の
検
討
は
。

建
設
産
業
部
長　

か

さ
上
げ
も
含
め
、
災

害
に
強
い
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
目
指
し
ま
す
。

問答

問

答

答 問答 問

答

問

答 問

▲昭和61年水害時の八ツ木地内の様子
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研修報告

　11月7日、真岡市フォーシーズン静風で芳賀

郡市議会議員自治研修会が行われました。

　講師は、野村総合研究所顧問の

増田寛也氏で、「地方創生がひら

く未来」というテーマで講演を聴

きました。

　12月12日、道の駅はがで自治会長と議員の懇

談会が行われました。議会からは、各常任委員

会の閉会中の所管事務調査の報告を行い、各自

治会長から議員に対して多くの質問がありまし

た。その後、自治会連合会から視察研修報告を

受けました。

　11月21日、県自治会館で栃木県町村議会議員
研修会が行われました。
　講師は、早稲田大学マニフェスト研究所事務
局長の中村健氏とアイリンブループロジェクト
代表の菅原淳一氏で、中村氏から「住民に期待
される議会になろう！」、菅原氏から「その時
救われる命のために～奇跡の花の物語～」とい
うテーマで講演を聴きました。

　1月16日、芳賀郡内4町の正副議長、各常任委
員長で構成されている芳賀北部広域行政推進協
議会の視察研修会が、大田原市議会で行われま
した。大田原市議会では県内でいち
早く、平成27年からタブレットを使
用し情報の共有、会議資料のペー
パーレス化などの議会運営に取り組
まれていました。

芳賀郡市議会議員
自治研修会11.7 栃木県町村議会

議員研修会11.21

自治会連合会と
議員の懇談会を開催12.12 芳賀北部広域行政

推進協議会研修会1.16



No.176 議会だよりはが　10

視察来訪
　　

　

月　

日
、
北
海
道
大
空
町
議
会
産
業

11

13

建
設
文
教
常
任
委
員
会
の
9
人
が
「
農
工

商
の
調
和
と
躍
動
の
町
づ
く
り
に
つ
い

て
」
の
調
査
の
た
め
来
町
し
ま
し
た
。
町

で
は
、
小
林
俊
夫
副
議
長
、
山
口
菊
一
郎

産
業
建
設
常
任
委
員
会
副
委
員
長
が
出
席

し
、
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
と
都
市
計

画
課
市
街
地
整
備
係
の
担
当
職
員
が
工
業

団
地
の
造
成
に
よ
る
企
業
誘
致
の
状
況
と

商
業
集
積
地
の
造
成
等
に
よ
る
住
環
境
整

備
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

北
海
道
大
空
町
議
会

産
業
建
設
文
教
常
任
委
員
会

　　
　

月　

日
、
福
島
県
鏡
石
町
議
会
厚
生
常

11

18

任
委
員
会
の
7
人
が
「
交
通
弱
者
等
の
対
策

に
つ
い
て
（
デ
マ
ン
ド
交
通
事
業
等
に
つ
い

て
）」
の
調
査
の
た
め
来
町
し
ま
し
た
。
町

で
は
、
小
林
俊
夫
副
議
長
が
出
席
し
、
都
市

計
画
課
公
共
交
通
係
の
担
当
職
員
が
ふ
れ

あ
い
タ
ク
シ
ー
ひ
ば
り
の
運
行
方
法
、
利
用

の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
モ
テ
ナ
ス
芳
賀
内
の
「
ひ
ば
り
タ

ク
シ
ー
予
約
セ
ン
タ
ー
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

福
島
県
鏡
石
町
議
会

厚
生
常
任
委
員
会

　　

1
月　

日
茨
城
県
利
根
町
議
会
議
員
の

21

7
人
が
「
廃
校
の
利
活
用
に
つ
い
て
」
の

調
査
の
た
め
来
町
し
ま
し
た
。
町
で
は
、

小
林
信
二
議
長
、
大
根
田
周
平
総
務
常
任

委
員
長
が
出
席
し
、
総
務
課
管
財
係
と
生

涯
学
習
課
長
が
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を

廃
校
施
設
と
し
て
有
効
活
用
す
る
ま
で

の
経
緯
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

茨
城
県
利
根
町
議
会

▲農工商の調和について説明をうける
　大空町議会・産業建設文教常任委員会の皆さま

▲交通弱者等の対策について説明をうける
　鏡石町議会・厚生常任委員会の皆さま

▲廃校の利活用について説明をうける
　利根町議会議員の皆さま
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聲聲
〈こえ〉〈こえ〉

私のいいたいこと私のいいたいこと
新成人に聞きました

るき生で域地
　中学校に入学する際に、仙台から引っ越してきて、芳賀町に住みもうすぐ9年にな
ります。
　芳賀町の良さ、強みは「地域のつながり」だと感じます。お互いが気に掛け合い、
助け合い、共に生きています。祖母の家からは、近所の方たちの楽しそうな会話がい
つも聞こえてきます。顔を合わせると「おはよう」「おかえり」と声を掛け合っていま
す。そんな時に、共に生きているという安心感に包まれます。
　しかし、私たち若者の地域とのつながりは、希薄になっていないでしょうか。
　「地域共生」が現代社会のキーワードになっていますが、子どもから高齢者まで安心
して暮らせ、一人一人の「居場所」がある地域を守っていく責任が私たちにはありま
す。積極的に地域に貢献していくことによって、更に魅力的な芳賀町になっていくこ
とを願います。

意決のてしと人成
　東京オリンピックが開催される年、そして令和最初の成人式を迎えることができた

のは、家族、地域の皆様、そして親身に正しい道へと導いてくださった恩師の方々の

力があったからです。この場をおかりして感謝を申し上げます。

　さて、近年自然災害による被害が増えています。私も防災について、自分が出来る

事はないかと考え、町消防団への入団を決意しました。「自分たちの町は自分たちで

守る」を胸に町民の生命、財産を守るため、最善の努力をしていきたいと思います。皆

様のご指導をいただけますようよろしくお願いします。

　芳賀町は、今後LRTの導入、新産業団地の造成、住宅地の造成分譲等大きな事業が

行われていきます。より住みやすく魅力的な町になる事を期待しています。

来未」るがなつ「の町賀芳
　元号が「令和」と改まりその年に、私は成人を迎えました。私たちの暮らし方や働
き方、社会の在り方そのものを大きく変える時が来ています。
　私は家から眺める公園の大きな樹や一面の田園風景、夜空には沢山の星が輝く、そ
んな自然豊かでのどかな芳賀町が大好きです。
　ただ高校進学後、宇都宮市内への通学・部活動など親の車を頼らざるをえず、親も
仕事をしながらの送迎は大変だった事と思います。
　現在は町を出て東京の大学に通っていますが、都心の交通網、アクセスの良さはす
ばらしく、電車に乗れば速く簡単に目的地まで移動ができてしまいます。
　私はずっとLRTの開通を待ち望んでいました。芳賀町はのどかなままであってほ
しい、けれども他の地域とつながる事で利便性を上げ、住む人の生活を豊かに変える
必要があると思います。
　大好きな芳賀町の「つながる」未来をとても楽しみにしています。

（東水沼）
 伊  藤 　 海  里 さん
い とう み さと

（芳志戸）
 関  口 　 拓  実 さん
せき ぐち たく み

（祖母井）
 狩  野 　 息  吹 さん
か のう い ぶき
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議会日誌
１１月
　７日・総務常任委員会
　９日・芳賀郡市町議会議員自治研修会
　　　・総務常任委員会
　１０日・町民祭・梨の里マラソン
　１３日・町村議会議長全国大会
　　　・北海道大空町議会行政視察来町
　１８日・福島県鏡石町議会行政視察来町
　１９日・例月現金出納検査
　２０日・芳賀中部上下水道企業団例月出納検査
　　　・国道１２３号改修促進同盟要望活動
　２１日・県町村議会議員研修会
　　　・産業建設常任委員会
　２２日・議会運営委員会
　　　・議員全員協議会
　　　・教育民生常任委員会
　　　・商工会と芳賀町工業団地連絡協議会との交流会
　　　・芳賀郡市町議会議長会定例会
　２４日・芳賀町剣道大会
　２９日・第５回芳賀町議会定例会（～４日）
　　　・教育民生常任委員会
　　　・議会広報常任委員会

１２月
　１２日・自治会長との懇談会
　１５日・はが路ふれあいマラソン
　２０日・例月現金出納検査
　　　・芳賀中部上水道企業団例月出納検査
　２３日・農業委員との懇談会
　２５日・芳賀地区広域行政事務組合議会定例会

１月
　６日・御用始め式
　８日・新春賀詞交歓会
　１２日・成人式
　　　・消防団新年懇談会
　１５日・議会広報常任委員会
　　　・町国民健康保険運営協議会
　１６日・芳賀北部広域行政推進協議会研修会
　１７日・芳賀中部上水道企業団例月出納検査
　１９日・かがやく町民のつどい
　２１日・茨城県利根町議会行政視察来町
　２２日・例月現金出納検査
　２３日・議会広報常任委員会
　２４日・県自治会連合会長研修大会
　　　・芳賀町工業団地連絡協議会賀詞交歓会
　２７日・芳賀郡市監査委員研修会
　２９日・徳島県北島町議会行政視察来町
　３１日・町農業振興対策推進協議会

議
場
コ
ン
サ
ー
ト
を

　

開
催
し
ま
す

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　

時

３
月
３
日
㈫

９
時
10
分
〜

　
　

９
時
40
分

出
演
者

大
正
琴

琴
芳
会

編
集
室

　

昨
年
は
台
風　

号
の
襲
来
に
よ
り

19

県
内
各
地
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
対

し
ま
し
て
、
一
日
も
早
く
復
旧
・
復

興
が
で
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

芳
賀
町
を
流
れ
る
五
行
川
流
域
で

も
、
昭
和　

年
の
台
風
の
際
に
洪
水

61

が
発
生
し
た
た
め
、
栃
木
県
は
芳
賀

町
と
旧
二
宮
町
（
現
在
真
岡
市
）、
併

せ
て
約　

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
遊
水
地
整

59

備
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
台
風　

号
に
お
い
て
は
、

19

増
水
し
た
五
行
川
の
水
を
遊
水
地
に

貯
留
で
き
た
こ
と
と
、
流
域
の
圃
場

整
備
事
業
で
区
画
さ
れ
た
水
田
に
よ

る
洪
水
緩
和
機
能
の
効
果
が
あ
っ
た

と
真
岡
土
木
事
務
所
で
は
分
析
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
は
が
の
大
地
」
を

遊
水
地
と
大
区
画
水
田
に
よ
る
洪
水

抑
制
効
果
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

（
委
員　

江
間
田
信
一
）

■
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

委 
員 
長　

岡
田　

年
弘

　

副
委
員
長　

山
口
菊
一
郎

　

委　
　

員　

江
間
田
信
一

　

委　
　

員　

小
林　

信
二

　

委　
　

員　

小
林　

俊
夫


